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序　　文
京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来 1200 年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成 13 年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたび工場新築工事に伴う平安京跡・西京極遺跡の発掘調査成果を報告いたします。

本報告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますよ

うお願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成 19 年３月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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平安京右京六条四坊二町跡・西京極遺跡

１．調査経過
この調査は、工場の新築工事に伴うものである。事前の京都市文化市民局文化財保護課による

試掘調査の結果を受けて、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が本調査を実施した。

調査地は、現在の葛野大路通と西大路通のほぼ中間地点に位置し、北は万寿寺通に面している。

平安京の条坊では、右京六条四坊二町跡にあたる。北は樋口小路、南は六条坊門小路、東は木辻大路、

西は菖蒲小路で区切られる町である。条坊復元図によると、調査地付近の万寿寺通は平安京の樋

口小路をほぼ踏襲している。また、調査地は、弥生時代から奈良時代の集落跡である西京極遺跡

にも該当する。

調査区は、旧建物の基礎が及ぶ範囲を除き、敷地の南側に南北 21 ｍ、東西 20 ｍに設定した。

重機で遺構面まで掘削し、0.9 〜 1.2 ｍ掘り下げたところで弥生時代から近世の遺構を検出したた

め、人力掘削に切り替えて調査を行った。第１面として奈良・平安時代と近世の遺構の調査を行い、

奈良時代の掘立柱建物・井戸、平安時代の土壙・柱列、近世の土壙を検出した。続いて第２面と

して弥生・古墳時代の遺構の調査を行い、弥生時代の竪穴住居・土壙・溝、古墳時代の竪穴住居・

土壙を検出した。弥生時代の竪穴住居は遺存状態が良好で、多種多様の遺物が出土したことから、

広報発表を行い成果の公表に努めた。図面作成と写真撮影などの記録終了後、断割を入れて下層

を確認し、断面図を作成した。その後、調査区を埋め戻し、全ての調査を終了した。

－ � －

図１　調査地位置図（１：2,500）



２．位置と環境

（１）周辺の調査（図５・表１）

調査地近辺での調査は、古くは 1978 年の西部幹線公共下水道工事に伴って実施された発掘・

立会調査に始まる。この調査は、幅の狭いトレンチでの限られた調査ではあったが、総延長が約

25.6 ㎞にもなり、広範囲にわたる土層堆積状況や遺物包含層の有無についての基礎的データを蓄

積した意義は大きい。また近年では、中世以降耕作地として利用されることの多かった当地周辺

において宅地開発の進展が目立つようになった。その結果、比較的大規模な発掘調査が行われ、

成果の集積が進んでいる。それに伴い、西京極遺跡の範囲の改定が行われ
　１)

、北は現在の四条通南

から南は五条通南まで最大約 700 ｍ、東は西小路通から西は葛野大路通の１筋西の通りまで最大

約 650 ｍの範囲におよぶ。

西京極遺跡に関連する調査成果としては、調査（67）で縄文時代後期から晩期の遺物が出土し

た土壙が検出されている。その南東で 2006 年に行った調査（64）でも縄文時代後晩期の遺物が

出土しており、この頃から当地周辺での生活痕跡が認められる。続く弥生時代前期の遺構・遺物

の出土例は報告されていないが、弥生時代中期に入ると出土例が増加する。五条通南側の立会調

査（52 〜 54）では落ち込みや溝から土器が多量に出土し、五条通北側でも、調査（60）で円形

竪穴住居や溝が、立会調査（59）では落ち込みが見つかっている。また、2006 年の調査（２）

では中期から後期の方形周溝墓６基が発見され、西京極遺跡の範囲が北東に拡がる契機となった。

弥生時代後期のものとしては、今回の調査地に隣接する敷地で 1989 年に実施された調査（49）

で、竪穴住居５棟が出土している他、1994 年の調査（28）では、２基の方形周溝墓とそれを削

平する６基の竪穴住居が見つかっている。古墳時代の遺構は五条通と高辻通の間に集中する。前

期の明確な遺構は認められず、中後期、特に後期の遺構・遺物が主体となる。1994 年の調査（28）

では後期の溝から三輪玉の出土が、1978 年の立会調査（32）では子持ち勾玉の出土が報告され

ている。1990 年の調査（67）では後期の竪穴住居が、2006 年の調査（64）でも中期から後期

の竪穴住居が検出されている。飛鳥・奈良時代の遺構には、調査（28）で検出された飛鳥時代の

－ � －

図２　調査前全景（北から） 図３　調査風景



総柱の掘立柱建物と奈良時代の掘立柱建

物、調査（64）で見つかった奈良時代の

総柱の掘立柱建物と竪穴住居がある。

平安京域に組み込まれてからの遺構と

しては、調査（67）で平安時代前期の五

条大路の路面と南側溝が見つかり、路面

では轍の痕跡と足跡が検出された。平安

京の西端においても早い段階から条坊が

施工され、人の往来が確認できる遺構と

して注目される。調査（２・28・64）では、

平安時代前期の掘立柱建物が見つかって

いる。平安時代中期以降については、中

近世の耕作溝や土取り穴が散見されるの

みで、明確な遺構は出土していない。宅

地としての利用がなくなり、耕作地化し

ていった様子が窺える。

（２）周辺環境

調査地は京都盆地の中央西寄りに位置

する。調査地の西約 0.5 ㎞に天神川、約

1.2 ㎞に桂川が南流する。現在の桂川は、

嵐山から西京極付近にかけて大きく湾曲

し蛇行を繰り返す。湾曲部の外側の侵食

作用によって、このような河道を辿るようになったのは 14 世紀以降とされ、９世紀段階では、嵐

山の南から平安京の南西、旧御室川との合流地点まで、大きく蛇行することなく南東方向に流れ

ていたと推定されている
　２)

。つまり、調査地から桂川までの直線距離は、９世紀以前には今よりさ

らに西に１㎞程度離れていたと考えられる。一方、現在の天神川は調査地付近では旧御室川の流

れとほぼ一致している。さらに調査地の東約 0.5 ㎞でも縄文時代中期から奈良時代まで存続した

と考えられる旧河川がみつかっており
　３)

、厚い所では２ｍを越える調査地付近の基盤を形成する均

質なシルト層の堆積は、これらの河川の氾濫によってゆるやかに堆積し、形成されたものである。

調査地はその自然堤防の上に立地している。西京極遺跡における集落域の時期的変動や遺構密度

の差は、これら河川やその支流の河道変動や氾濫による微地形の変化に起因するものであろう。

また、調査地北西約 0.2 ㎞で 2006 年に実施した調査（64）では、後背湿地と考えられる大規模

な落ち込みが見つかった。周辺の調査成果を見ても、同様の湿地状堆積が確認される箇所があり、

そうした後背湿地は生産域として利用されていた可能性が高い。

－ � －

図４　調査区配置図（１：400）
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図５　周辺調査位置図（１：5,000）
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表１　周辺調査一覧表
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図６　第１面平面図（１：150）
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図７　第２面平面図（１：150）
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図８　調査区断面図１（１：80）
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図９　調査区断面図２（土層名）



３．遺　　構

（１）層序（図８・９）

調査開始時は、既存建物解体後の整地が行われた状態であった。この整地で敷地の中央部が盛

り上がった状態であったため、調査区の北側では現地表下 0.8 〜 1.0 ｍ、南側では 0.6 〜 0.7 ｍ

までが断面図１層の現代盛土であった。その下に、ほぼ水平に 0.2 〜 0.3 ｍの旧耕作土と床土が

堆積する（２・３層）。これを除去した層が断面図 76 層の無遺物層で、この層は、調査区北側で

は 10YR5/4 にぶい黄褐色シルトに一部砂礫が多量に混じる箇所がある。南側では 10YR4/4 褐色

シルトの均質な土層である。弥生時代から近世の遺構は、この無遺物層の上面で検出した。遺構

検出レベルは標高 21.8 ｍ前後である。部分的に断面図６層や 31・32・37 層にみられる近世の遺

物包含層が堆積する。耕作に伴う整地層と考えられる。

（２）遺構の概要

検出した遺構総数は 554 基で、時期は弥生時代から近世に及ぶ。出土遺物が乏しく時期を決定

できない遺構を除いて、弥生時代のものが最も多く、次いで古墳時代と奈良時代の遺構が多い。

平安時代の遺構は極めて少数である。中世の遺構は認められず、近世の遺構は、調査区西半に南

北に並んで掘られた土取り穴と考えられる土壙群のみである。

（３）平安時代の遺構（図６）

土壙 301（図 10・11）  調査区の中央西寄りで検出した。平面形は 0.7 ｍ× 0.35 ｍの隅丸長方形、

深さは約 0.05 ｍ。前期の灰釉陶器椀と土師器の椀・皿・杯が重なった状態で出土した。遺物の出

土状況から、地鎮遺構の可能性が考えられる。

柱列 178　土壙 301 の南に位置する南北方向に並ぶ柱列である。南北２間分を検出した。柱間

－ 12 －

表２　遺構概要表



は 1.8 ｍ（６尺）の等間。柱穴掘形は一

辺 0.4 〜 0.5 ｍの方形で、残存深は 0.05

〜 0.2 ｍ。柱痕跡から推定される柱径は

約 0.15 ｍ。

（４）奈良時代の遺構（図６）

掘立柱建物 33　調査区南西で検出した。

正方位を向く。東西２間、南北１間分を

検出した。南に伸び南北棟の建物になる

と考えられる。東西の柱間は 1.8 ｍ（６

尺）、南北の柱間は 2.4 ｍ（８尺）である。

柱掘形は一辺 0.5 〜 0.7 ｍの方形で、深

さは 0.05 〜 0.2 ｍ。この建物を構成する

柱穴 267 掘形からは、８世紀後半の所産

と考えられる須恵器壷が出土した。

掘立柱建物 35（図 12、図版１- ２）   調

査区東側で検出した。２間×２間で、南

北柱列と東西柱列の柱間が異なる東西棟

の建物である。正方位を向く。柱間は桁

行が 2.1 ｍ（７尺）、梁間が 1.8 ｍ（６尺）。

主柱となる柱穴の掘形は一辺 0.65 〜 0.8

ｍの方形、深さは 0.05 〜 0.2 ｍで、柱痕

跡から推測される柱径は 0.15 〜 0.2 ｍ。

梁間中央にくる柱穴は一辺 0.3 ｍの方形

と直径 0.3 ｍの不整円形で、深さは 0.05

ｍと 0.15 ｍ。

掘立柱建物 63　掘立柱建物 35 の南に

位置する。東西と南北柱列の柱間が異な

る２間×２間の南北棟建物である。桁行

が 2.4 ｍ（８尺）の等間、梁間が 1.8 ｍ（６

尺）の等間。残存する柱穴は直径 0.1 〜 0.5

ｍの不整形で、深さは 0.3 〜 0.4 ｍ。

井戸 249（図 13・14、図版２）   掘立柱建物 63 と重複する。掘形は南北５ｍ、東西 5.2 ｍの不

整形で、湧水層と考えられる断面図 27 層の砂礫層まで擂鉢状に掘り抜かれている。深さは、検出

面から約３ｍ。井戸枠の最上部は抜き取られていたが、検出面から 0.8 ｍ掘り下げたところで、
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図 10　土壙 301 実測図（１：10）

図 11　土壙 301 土器出土状況（南東から）



掘形のほぼ中心に組まれた一辺約１ｍの正方形の枠を検出した。井戸枠の構築方法は、残存部の

上から 1.2 ｍまでは、丸太の両端を相欠き組みにして積み上げている。その下は、方形の横板の

両端を加工し、凸型にして交互に組み合わせている。この横板組みは２段分ある。最下部の一段

は集水部分で、井戸枠より一回り小さい一辺約

0.8 ｍの正方形である。丁寧に加工した横板を

用い、四隅を で組み合わせた井籠組である。

横板の裏込めには礫混じりの粘土（20 層）が使

用され、底には浄水用に直径５〜 10 ㎝の礫が

敷き詰められていた。井戸枠の埋土からは遺物

整理箱にして４箱分の遺物が出土した。８世紀

後葉から末葉のもので、最下層から上層まで時

期や遺物量の差はなく、一度に埋め戻されたと

－ 14 －

図 12　掘立柱建物 35 実測図（１：50）

図 13　井戸 249 断割断面（北から）



－ 15 －

図 14　井戸 249 実測図（１：80、１：20）



考えられる。掘形出土の遺物は８世紀後半頃のものと考えられ、井戸の開削から廃棄まで短期間

であったことがわかる。

（５）古墳時代の遺構（図７）

竪穴住居 246（図 15、図版３- ２）   調査区南東隅で検出した。一辺約５ｍの方形で、方位は北

に対して約 40 度東に振れる。壁溝の幅は 0.15 〜 0.25 ｍ、深さは 0.05 〜 0.1 ｍ。北側に、床面

と考えられる焼け締まった部分が残存する。主柱穴は４基と考えられ、調査区ではうち３基を検

出した。直径 0.3 〜 0.35 ｍの円形で深さは 0.05 〜 0.1 ｍ。

竪穴住居 374（図 15）   調査区中央東寄りで検出した。一辺３ｍ以上の方形で、方位は北に対し

て約 40 度東に振れる。壁溝は幅 0.15 〜 0.2 ｍ、深さは 0.05 ｍ未満。主柱穴は確認できなかった。

竪穴住居 339（図 15）   調査区北端中央で検出した。一辺４ｍ以上の方形で、方位はほぼ正方位

を向く。壁溝は幅約 0.15 ｍ、深さは 0.05 ｍ未満。主柱穴は確認できなかった。

土壙群（図 16）  調査区東半で竪穴住居に伴わない単独の土壙を多数検出した。中期から後期の

遺物が出土している。土壙 16 は、直径 0.6 ｍの円形で、深さは 0.25 ｍ。断面形は擂鉢状を呈する。

底から小型丸底壷一点が、倒置した状態で出土した（図 17）。土壙 19 は直径 0.6 ｍの円形、深さ

0.4 ｍ。壁は垂直に落ち、底は平らで断面は逆台形状を呈する。底から土器がまとまって出土した

（図 18）。土壙 120 は竪穴住居 374 を削平する。直径 0.7 ｍの円形で、深さは 0.45 ｍ。断面は逆

台形状を呈する。土器破片が多数出土した。土壙 128 は、調査区東端で土壙 129 と並列する。平
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図 15　竪穴住居 246・374・339 実測図（１：80）
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図 16　古墳時代土壙実測図（１：20）



面形は、0.7 ｍ× 0.9 ｍの隅丸長方形で、深

さは 0.35 ｍある。断面は逆台形状を呈する。

土壙 129 は、平面 0.5 ｍ× 0.9 ｍの隅丸長

方形。深さは 0.4 ｍある。断面は逆台形状を

呈する。土壙 244 は、井戸 249 に南側を削平される。平面は円形で直径 0.7 ｍ、深さは 0.5 ｍ。

断面は逆台形状を呈する。底から土器と粘土塊が出土した（図 19）。土壙 312 は調査区中央に位

置する断面逆台形状の土壙である。竪穴住居 214 を切って成立する。直径 0.75 ｍの円形、深さ 0.7

ｍ。底から土器片が出土した。調査区の南端で検出した土壙 270 は、近世の土取り穴に削平される。

直径 0.3 ｍの円形で深さは 0.25 ｍ。断面は擂鉢状を呈する。須恵器杯身が３個体出土した。

柱穴 415　調査区南西隅で検出した。直径 0.2 ｍの円形、深さは 0.2 ｍ。後期の須恵器杯身が

出土した。

（６）弥生時代の遺構（図７）

竪穴住居 324（図 20、図版４）   調査区南東隅で検出した平面隅丸方形の竪穴住居である。方位

は北に対して約 20 度東に振る。西と南は一回、北は２回の拡張
　１)

を行う。拡張に伴い西壁の長さは

5.8 ｍから 6.0 ｍに伸び、最終的には 6.5 ｍになる。壁溝の幅は 0.15 〜 0.2 ｍ、深さは 0.05 ｍ。

竪穴住居の深さは、拡張前は検出面から 0.15 〜 0.2 ｍあるが、最終拡張時に断面図６層の粘質シ

ルト層を３〜５㎝入れて床を貼るため、0.1 〜 0.15 ｍとなる。竪穴住居西側下層には、住居成立

以前の溝 400 があるため、西側の貼床は層厚５〜 10 ㎝と厚く、小礫混じりのシルト層の上に粘

質シルト層を重ねている。

主柱穴は４基で、拡張に伴い一度掘り直しを行っている。拡張前の主柱穴 377 と 380 は貼床を
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図 17　土壙 16 土器出土状況（西から）

図 18　土壙 19 土器出土状況（南から）

図 19　土壙 244 土器出土状況（東から）
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図 20　竪穴住居 324 実測図（１：50）



除去して検出した。直径 0.3 〜 0.4 ｍの円形で深さは 0.45 ｍと 0.2 ｍ。拡張後の柱穴は 346 と

375 の２基検出し、直径約 0.4 ｍの円形で深さは 0.6 ｍある。

住居の中央南寄りでは、炉と考えられる土壙 349 を検出した（図版４- ３）。直径 0.4 ｍ× 0.55

ｍの平面楕円形の土壙の周囲に、褐色シルトを幅 0.4 〜 0.6 ｍ、高さ３〜４㎝盛り上げて堤をつ

くる。土壙の深さは 0.6 ｍあり、埋土は下から 0.4 ｍまではシルト〜極細砂層（５・６層）で、

その上に炭化物と焼土を多量に含む粘質シルト層が堆積する（４層）。土壙の肩口には砂礫が敷か

れていた（２層）。堤の上には焼けて炭化物が貼りつく箇所がある。

最終拡張後の竪穴住居床面から、住居廃絶時に遺棄された土器群（ａ〜ｄ）が出土した。時期

は後期前半。土器群（ｄ）の周囲には炭化材が認められた。樹種はブナ科コナラ属コナラ亜属で

ある。また、北側には床面土器とは出土状況の異なる土器の一群が認められた（図版４- ２）。後

期前半から半ばのもので、個体としてのまとまりを欠き、多器種の破片が混じることから住居が

埋められる過程で一括投棄されたものと考えられる。

住居北端の土壙 376 は、直径 0.6 ｍの円形で、深さは 0.3 ｍ。断面は逆台形状を呈する。貯蔵

穴の可能性がある。

竪穴住居 148・428・475・476（図 21 〜 23、図版５・６）   この４棟は調査区南西隅で重複し

て検出した。切り合い関係から、竪穴住居 475、476、428、148 の順となる。各住居に伴う遺

構からはいずれも後期前半の遺物が出土し、方位の振れが共通することからも連続して建て替え

られたものと考えられる。竪穴住居 428 は２回、竪穴住居 148 は３回拡張を行っており、３度の

建て替えを含めると９時期の変遷が考えられる（図 24）。各住居の規模とそれに伴う遺構は表３

にまとめた。中央土壙は炉、壁際の土壙はいわゆる貯蔵穴と考えられる。

最も古い竪穴住居 475 は、削平されて住居の南東隅部分と主柱穴、中央土壙のみ残存する。残

存する南東隅部分は、多量の焼土と炭化物で埋まり（図 23　断面Ｈ - Ｈ '）、焼失住居の可能性が

ある。焼土の中には、細かく粉砕した骨片や炭化物が多量に混じっていた。

竪穴住居 476 は、連結する深い中央土壙 487・488（図 23　断面Ｇ - Ｇ '）をもつ。壁際土壙

432 の底は平坦である（図８　34 〜 36 層）。

竪穴住居 428 は２回拡張を行う。主柱穴は 434・466・537 は拡張後も踏襲するが、445 は

426 に掘り直しを行う。中央土壙は連結する土壙 471・472（図 23　Ｅ - Ｅ '）を踏襲する。壁際

土壙は掘り直しを行う。続く竪穴住居 148- Ａへの建て替え時には、小礫を多量に含むシルト層で

１〜５㎝の貼床を行っている（図 22　断面Ａ - Ａ '・Ｂ - Ｂ ' 19 層）。北側で特に厚い。

竪穴住居 148 は３回拡張を行うが、２回目の拡張時にもさらに１〜７㎝の貼床を行う（図 22

　Ａ - Ａ '・Ｂ - Ｂ ' 12 層）。中央土壙は拡張後も掘り直しを行わず、土壙 360 を踏襲するが、貼

床を行った際、土壙 360 の周囲にさらに別の土を盛っており（13 層）、土壙の深さを確保する

ためと考えられる。壁際土壙は、掘り直しを行う。主柱穴は 148- Ａ・Ｂ段階では４基であるが、

148- Ｃ・Ｄでは６基となる。最終段階の竪穴住居 148- Ｄの床面上には多量の土器が遺棄されて

いた（図 25 ａ〜ｋ）。時期は後期前半。この 148- Ｄの埋土はレンズ状に堆積し、肩口には炭化
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図 21　竪穴住居 148・428・475・476 平面図（１：50）
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図 22　竪穴住居 148・428・475・476 断面図１（１：50）
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図 23　竪穴住居 148・428・475・476 断面図２（１：50）
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図 24　竪穴住居 148・428・475・476 変遷図（１：200）
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図 25　竪穴住居 148- Ｄ遺物出土状況図（１：50）



物と焼土のブロックの混じる箇所がある。南

端壁溝付近の埋土からは、銅鏃が出土した（図

25・26）。

竪穴住居 214（図 28、図版７）   調査区中

央南寄りに位置する。方位は正方位を向く。

東側に２回、他は１回の拡張を行う。当初は

一辺 4.5 ｍ四方の隅丸方形で、次に東側を 0.3

ｍ拡張する。最終的には約 5.0 ｍ四方の隅丸

方形になるが、胴の張りが強く、南北対辺間

の長さは最大約６ｍになる。壁溝の幅は 0.1

〜 0.2 ｍ、深さ 0.05 〜 0.08 ｍ。壁溝の底にはさらに幅 0.03 〜 0.05 ｍの断面Ｖ字状の溝の痕跡

が認められる箇所がある。竪穴住居の深さは、中央部で検出面から 0.05 ｍ、壁溝に近い部分は検

出時にすでに床面が露出していた。建物の中央部分（緑破線の範囲）は、貼床を行っている（断

面 15・16 層）。層厚は北半では約１〜２㎝、南半では５〜７㎝ある。また、南西部分では、にぶ

い黄褐色シルト層と明黄褐色シルト層を交互に入れ、版築状に床を構築していた（16 層）。南半

下層には、住居成立以前の遺構が多数あり、厚い貼床を必要とした可能性がある。床面からは壷

が２点（ａ・ｂ）出土した。時期は後期前半。

中央には、炉状施設がある。その中央の土壙 215 は、2 段に落ちる形状を示し、上段は南北 0.9 ｍ、

東西 0.8 ｍの方形、深さは 0.15 ｍ。下段は直径 0.5 ｍの円形で深さは 0.5 ｍ。下段の円形土壙の

埋土（３〜７層）はシルトを主体とし、炭化物・焼土を含む。最下層の６・７層では、炭化物層

が薄く何層にも重なって堆積していた。４・５層からは多量の土器が出土している。土壙の壁に

は焼けた痕跡は認められなかった。この土壙西側には幅 0.25 ｍの浅い溝状のものが取り付く。撹

乱で削平されるが、西側にこれに繋がる遺構が存在した可能性がある。土壙の周囲には、盛土に

よる堤をめぐらす（13 層）。堤は２ｍ四方の正方形で、幅 0.15 〜 0.2 ｍ、高さは 0.05 ｍ。堤の

南辺で内側に突出する箇所があり、堤と突出

堤に囲まれた部分は浅く窪んで皿状になる。

炭化物と焼土が堆積し、焼け締まる。堤外の

南でも直径 0.5 ｍの浅い土壙状の遺構を検出

した。深さは 0.05 ｍで、埋土には土器片と

炭化物、焼土が多量に混じる。壁は焼け締ま

り、一連の遺構と考えられる。

また、堤内側と周囲にも、炭化物と焼土が

薄く堆積していた。特に堤と土壙の間の幅約

0.3 ｍの平坦部分には、特に厚く炭化物と焼

土が堆積し（12 層）、その中からガラス小玉
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　　　　図 27　竪穴住居 214 炉状施設
　　　　　    　ガラス小玉出土状況（北西から）

図 26　竪穴 148-D 銅鏃出土状況（東から）
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図 28　竪穴住居 214 実測図（１：50）
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図 29　竪穴住居 474 実測図（１：50）



が一点出土した（図 27・28）。土壙 215 埋土５層からも滑石製臼玉が出土したことから、堤内側

と土壙埋土の水洗篩別を行ったが、他に玉類はみつかっていない。

竪穴住居 474（図 29、図版８・９）   調査区の西端にあり、東は近世の土壙に、南は竪穴住居

148 に削平される。平面形は、残存する壁溝から復元すると歪な隅丸方形になると考えられる。

北側は 0.3 ｍ拡張を行う。対辺間の最大長は南北約６ｍ、東西約７ｍと推定される。壁溝の幅は 0.1

〜 0.2 ｍ、深さは 0.05 〜 0.1 ｍある。北側の拡張後の壁溝底にはさらに幅３〜５㎝、、深さ５㎝

の溝が認められた。板材を立てた痕跡と考えられる。竪穴住居の深さは、検出面から 0.05 〜 0.1 ｍ。

住居の床面上からは土器が５個体（ａ〜ｅ）出土した。時期は後期前半。北西壁溝際には、大き

さ約 0.1 × 0.3 ｍの焼土塊が認められた。また、床面出土土器（ｃ）の西には石皿状の石が据え

られていた。

主柱穴は柱穴 502 と 503 の２基を検出した。いずれも柱の抜き取りが行われている。柱穴 502

は直径 0.45 ｍ、深さは 0.4 ｍある。柱穴 503 は掘形の直径 0.2 ｍ、深さは 0.6 ｍで、抜き取り穴

の直径は 0.4 ｍある。

中央では炉状施設と考えられる遺構を検出した。南北約３ｍ、東西約２ｍにわたって幅 0.1 〜 0.2

ｍ、高さ 0.03 〜 0.05 ｍの盛土による堤をめぐらす。その内側に、３つの土壙が配置される。北

側の土壙 501 は、直径 0.65 ｍ、深さ 0.08 ｍで、断面形は浅い皿状。壁は焼け締まり、底には炭

化物と焼土が堆積していた（25 層）。土壙 501 の南には、南北に連なる土壙 479 と 500 がある。

両土壙には切り合いがなく、幅 0.15 ｍの溝状のもので繋がり、並存したと考えられる。土壙 479

は直径 0.6 ｍ、深さ 0.7 ｍで、断面は２段に落ちる形状を示す。土壙 500 は、直径 0.6 ｍ、深さ

0.65 ｍで断面は逆台形状である。いずれも壁は焼けておらず、埋土は、均質なシルト層と粘質シ

ルトブロックを多量含むシルト層（18 〜 23 層）で固く締まる。土壙 479 の肩口ではガラス小玉

が出土した（図 29・30）。この土壙 479・500 の埋土は持ち帰り、現在水洗篩別を行っている。

堤に囲まれた炉状施設北半は、炭化物が薄く堆積していた（ピンク破線）。また、断割調査の結果、

この炉状施設の下層で、深さ５〜 10 ㎝の浅い掘り込みを確認した（青ライン）。この掘り込み底

は焼け締まり、薄く炭化物が堆積していた（８層、図版９- １）。その上に粘質シルトを貼り（７

層）、その上面から土壙 479・500 などを掘り込んでおり、脱湿を意図した炉状施設構築のための

一連の作業の可能性が考えられる。掘り込み底

からは太型蛤刃石斧の未成品が出土した（図版

９- ２）。

炉 状 施 設 東 で 検 出 し た 土 壙 506 は、 土 壙

479・500 と類似した埋土で固く締まり、断面

は逆台形状を呈する。

竪穴住居 484　調査区の南西隅で壁溝の一部

を検出した。壁溝の幅は 0.1 〜 0.15 ｍ、深さは

0.05 〜 0.1 ｍ。竪穴住居の深さは検出面から約
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図 30　土壙 479 ガラス小玉出土状況（西から）


